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(2) 

の
ご

年
頭

ザ占、

希
望
あ
ふ
れ
る
千
成
五
年
の
新
科

を
迎
え
、
説
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す

。

昨
年
の
わ
が
同
は
経
済
不
況
、
バ

ブ
ル
の
崩
壊
に
川
け
暮
れ
ま
し
た
が

本
年
は
凶
作
\
大
空
に
向

っ
て
力
強

く

雌
糊
す
る
、
そ
う
し
て
対
気
が

卜
L

M
片
山バ
流
に
来
っ
て
川
る
い
希
摺
の
も

て
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
町
民
の

符
織
と
と
も
に
祈
念
い
た
し
た
い
と

思
い
ま
す

。

ν

人
町
に
お
い
て
は
三

十
六
年
ぶ
り

の
本
栴
的
な
川
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

長
期
に
わ
た
り
、
し
か
も
町
内
を

-

-

分
し
た
城
烈
極
り
な
い
選
法
子
戦
の
な

か
で
町
民
の
皆
棟
五
に
お
か
れ
ま
し

て
は

大
変
ご
迷
惑
や

ご
心
労
を
お
か

け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
改
め
て
深

く
お
詑
び
申
し

t

げ
ま
す

。

こ
の
う
え
は
本
年
の
念
願
と
い
た

し
ま
し
て

-

日

も
円
十
く
選
、
常
の
シ
コ

リ
を
解
消
し
、
屯
信
町
の
伝
統
で
あ

り
ま
す
、
温
和
な
そ
う
し
て

H

全
町

民
一
体
作
と
な
っ
た
重
信
町
づ
く
り

の'1' し幸良広

あ
い
さ

dフ

重
信
町
長

手口

樹

田

:.A 
J口

に
誠
心
誠
怠
全
力
を
傾
注
す
る
党
相
川

で
あ
り
ま
す

。

何
学
町
民
俗
位
の
絡

別
の
ご
町
併
、
ご
協

h

川
、
ご
指
導
の

れ
を
お
願
い
中
し
し
し
げ
ま
す
。

さ
て
、
-
-
十

-
w
一紀
に
向
っ
て
急

激
に
変
不
す
る
時
代
の
流
れ
に
町
行

政
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
町
民
ニ
ー

ズ
を

馳
収
し
、
そ
れ
を
町
行
政
の
な

か
に
引
か
し
て
行

く
、
そ
う
し
て

都

市
機
能
等
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
都
市

近
郊
州L
町
村
と
し
て
、
設
林
業
、
・
ぽ

来
、
住
民
悩
社
な
ど
の
調
和
の
と
れ

た
街
づ
く
り
に
踏
み
出
し
て
参
り
た

い
と
与
え
て
お
り
ま
す

。

女
性
が
参
加
す
る
町
政
、
符
者
が

発
想
す
る

町
政
、
ぃ
日
川
齢化社
会
に
暖

か
い
胤
の
か
よ

っ

た
町
政
、
こ
の
ご

a

本
柱
を
基
本
町
念
と
し
て
町
民
参
加

唱
の
き
め
細
か
い

4
?
の
梢
神
を
旨

と
し
て

出
発
を
い
た
し
ま

す
。

一
日
庁
川
幽
的
な
行
財
政
を
見
掛
め
な
が

ら
、
制
帳
、
果
敢
に
対
処
し
て
参
り

ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
一

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す

。

一一
一
般
会
計
総
額
五
億
三
千
六
万
円

ー
一
(
累
計
六
十
八
億
一
千
百
二
十
三
万
円
)
を
補
正

ト
ソ
タ

H
9
3
2

一
会は
、
十

a

一月
十
六
日
に
招
集
さ
れ
域
福
祉
基
金
樹
立
令

L
(
4
v
n
u
t
-

、
週
一

十
一

-

月
十
八
U

ま
で
の
三
日
間
の
全

・

一四
八
、
五
八
.
千
円

以
M
岸
川
り
到
J

広
@
-
一

期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

O

水
稲
共
同
育
前
施
設
・
硬
化
前
育

• 

現
α
祖
唱
と
l
長
P
J
}

一

提
出
さ
れ
た
.
般
会
計
補
正
予
算
的
施
設
終
備
事
業
等

v
μ
V
μ
.口
一
』
ドI
E
副

一
や
在
宅
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
一

0
4
:

問
九
九
千
川

刊
滑

E
Z
E
Z

…
支給条
例
な
ど
ト
五
議
案
を
原
案

吋

O
農
村
総
合
盤
備
モ
デ
ル
事
業

ど
へ
♂
窃
l
t
J
4

一
決
、
決
算
認
定議
案
六
件
を
総
務
委
問
七

、
凡

O
a

一千
円

一
員
全
で
閉
会
中
に
宜
命中
食
す
る
こ
と
に

O

械
畑
作γ
頗
守
線
等
道
路
改
良
引
業

一
し
ま
し
た

。

じ
五

、

a
A

じ
下
川

-

ま
た

、

「
米
の
市
場
開
放
阻
止
等
に

O

職
員
給
り
改
.
止

-

一
関
す
る
陳
情
」
二

件
を
採
択
、
「
コ
メ

・

一七
、
九
-

-

千
川

一
一
の
輸
入
・

臼
・
向
化
反
対
自
治
体
宣
言

。
国
民
健
康
保
険
会
計
補
正
予
算

郎
一
蕗

一
一に
関
す
る
決
議
」
保
択
の
躍
を
趣

0
2

給
付
費
還
付
令

、
，
，

-
二ノ
ー

山

-

-

J

，

一

一
円
採
択、
「
北
山片
小
川P
枝
並
び
に
北
問
、
五

.

L
千
川

-

一山
弁
幼
稚
刷
等
に
隣
悼
惜
す
る
遊
技
場

。
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

-

一
一

(
パ
チ
ン
コ
)
設
世
の
臼
闘

.

袈
諮
諮

O

配
水
管
命
説
仁
事
咋

千
成
「
札
年

正
l

一

一
郎、

比
ど
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た

。

じ
、

.

一
-
じ
じ
千
川

一

一一議
H
H提
案
の
「
米
の
市
場
附
放
阻
止

@
土
地
区
画
整
理
事
業
補
正
予
算

…
一
等
に
関
す
る
立
見
書
提
出
に
つ
い
て
」

O

挫
物
移
転
倒
的
存

…
前

.

伝
町

一

一
も可
決
、
総
理
・外
務
・
段
林
水
産

・

五
九
、

f
t
n
1
5

時

一
一
通
商
産
業
の
各
大
臣
に
提
出
す
る
こ

間
刊

1

ぷ
必
ず
￡

T

引
引
Uト
・

引
引
制

h
u
M
-

u

一

一
と
に
な
り
ま
し
た

。

助
役

ぃ
品
川
川
口
克

一
一

一
般
質
問
は
、
じ
名
の
議
員
か
ら

一
一
町
づ
く
り
、
柄
祉
の
充
実
、
行
政
機

収
入
役
八
本
体
郎

…
…
構
改革
、
教
育
問
題
、
農
業
振
興
、

…
一道
路
整
備
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

教
育
長
尚
紙

一

一行
わ
れ
ま
し
た

。

他
職
け
は

，

同

一
一
A
t副
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、

一

一次
の
と
お
り
で
す

。

一
一O
一
般
会
計
補
正
予
算

十

議

A
Q一A

一
一

~ 

A 

伊j

月

r
y
J
J千川

。
条
例
改
正

O

職
員
の
給
与
条
例
の
改
正

人
い
や院
勧
古
に
よ
る
国
家
公
務
員

の
給
与
改
正
に
犠
じ
て
、
町
職
員
の

給
与
を
平
均

一一
一・
九
%
引
き

t

げ
る

も
の
で
す

。

O

在
宅
ね
た
き
り
主
人
等
介
護
手
中
1

支
給
粂
例
の
制
定

ね
た
き
り
老
人
等
を
常
時
介
護
し

て
い
る
者
に
対
し
、
平
成
五
年

一
月

、噌，



年
頭
の
ご

ぶ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す

。
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
諜
ん
で
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
の
社
会
・

経
済
の
情
勢
は
、

二
十

一
世
紀
を
目
前
に
控
え
、
国
際

化
・

情
報
化
・

高
齢
化
が
よ
り
進
展

し
、
大
き
く
変
貌
し
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す

。

こ
れ
に
伴
い
行
政
に
対
す

る
有
裂
は
益
々
複
雑
か
つ
多
様

化
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
対
応

す
る
と
と
も
に

、
地
域
に
応
じ
た
個

性
盟
か
な
、
し
か
も
活
力
あ
ふ
れ
る

地
域
づ
く
り
が

一
層
重
-
県
に
な
っ

て

ま
い
り
ま
し
た

。

我
が
重
信
町
に
お
き
ま
し
で
も
、

高
速
道
路
が
着
々
と
整
備
が
進
め
ら

れ
、
高
速
交
通
時
代
に
対
応
し
た
施

策
の
推
進
は
も
と
よ
り
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
構
想
や
テ
レ
ト
ピ
ア
構
想
な
ど
の

一
角
を
担
う
町
と
し
て
、
多
角
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
般
進
を
凶
る
と
と

も
に
‘

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
自

主
的
・

主
体
的
な
施
策
の
展
開
が
更

に
肝
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

。

の'1' し幸良広(3) 

あ
い
さ

"J 

重
信
町
議
会
議
長

平

岡

収

こ
う
し
た
時
代
の
潮
流
と
住
民
の

ニ
l

ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、
被
雑
多

織
化
す
る
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
総
合
公
闘
の
建
設
、
主
要
町
道

の
改
良
、
高
速
道
路
の
刷
辺
整
備
、

区
画
整
理
事
業
の
推
進
、
工
業
団

地

の
造
成

、

ほ
場
整
備
事
業
の
推
進
さ

ら
に
高
齢

化
社
会
に
対
応
す
る
た
め

福
祉
事
業
の
充
実
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
樹
極
的
に
い
や
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た

。

今
後
も
更
に
研
鎖
に
務
め
、
快
適

な
生
活
環
境
の
腕
組
備
と
活
気
あ
ふ
れ

る
産
業
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

う
る
お
い
の

あ
る
福
祉
の
充
実
と
心

豊
か
な
教
育
文

化
の
向
上
を
図
り
、

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
「
み
ど
り

盟
か
な
福
祉
と
文

化
の
ま
ち
」
を
目

指
し
、
日
夜
遁
進
し
て
行
き
た
い
と

決
意
を
新
た
に
す
る
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。

近
年
の
町
行
政
を
と
り
ま
く
環
境

は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
最
善
を
尽
く
し
町
民
の

信
頼
と

負
託
に
応
え
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す

。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
庁

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

重
信
町
議
会

議
長

副
議
長

久

敏 JI)(.

野手

中間

t晶

大 JJi 佐 iJr: 八浜
須

凶賀伯 i，' ， 木間

員

品。11

徳徳 箆 強主主郎

j'Ji. 

佐山訟iJ主牧汁詑
'1:: 
f宇山

近伏森ドメL 聞紙

- 繁春行 J糸幼

友諸大松石厳高

敏 i洋幾

4三

久江茂 j必 i!Ê rîl 八

JE 良心i ift 消

イ白 !大j ド ffll 

泰静降

夫

か
ら
月
五
千
円
を
支
給
す
る
も
の
で

す
。

。
収
入
役
の
選
任

空
席
と
な
っ
て
い
た

収
入
役
に
、

八
木
淳

一
郎
税
務
課
長

(牛
糊
)
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た

。

@
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
の

委
員
に
稲
荷
普
氏
(
志
津

川
1

再
)

仲
田
稔
輔
氏
(
北
野
田
1

再
)
を
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た

。

。
固
定
資
産
評
価
員
等
の
選
任

固
定
資
産
評
価
員
に
高
須
賀
寛
氏

(
上
村1
新
)
を
、
固
定
資
産
評
価

員
審
査
委
員
会
の
委
員
に
相
原
忠
敬

氏
(
見
奈
良
1

再
)
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

第
七
十
五
回
重
信
町
議
会
臨
時
会

岳町
民
の
前
求
に
よ
る
臨
時
議
会
が

十
二
月
七
日
に
招
集
さ
れ
、
議
員
提

案
の
「
佐
川
急
使
疑
惑
の
真
相
解
明

と
政
治
倫
理
の
確
立
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て
」
カ

全
員

一
致
で
吋
決

さ
れ
ま
し
た

。

な
見
書
は
、
同
日
総

理
・

法
務
・

運
輸
・
自
治
の
各
大
臣

宛
に
提
出
さ
れ
ま
し
た

。

1 311寺30う〉から

県営住宅補欠入居者募集
1.申込受付期間

千成 5 年 2 J~ 15 日 (Jj)から 2 月 19 日働までの 8

時30分から 171時まで

2. 受付場所

(1 )城北 ・ 城西地区、城東地区、城両地区

松山市北持出 IU f1 32

松山地方局建設部建築指導諜県営住宅係
(宮41-111 1.内線 443)

( 2 )伊予地区

伊予市米j奏269の 1

松山地方向伊予七木4jJ務所
(宮82-1205)

3. 抽選日時

子成 4 年 3 月 2 日ω

4. 募集団地
11 地区計 I I吋 地 れ |

| 械北 ・ 城凶地区 | 松風・絵~・ 車Jj美 ・ 機Lj! -!i' ・ 潮見 . y主的 ・ 'I' ~.c.m I 
| 城 東 地 区 | 稀辺 ・僚の本 ・ 天神 ・牛iXH'i"松 ・ 久米開r I 
| 械 l釘 J也 灰 I {ﾎ tt-. .ll正訟 . Iil~苅l ・ 同行 j十 | 
i伊予 i也 I>{ I llJj' JII ・ 伊 r



ゐ三

確定申告は
正しく早めに.グ

所得税の申告は

2/16'"-3/15 

(4) (J) '1' 

平
成
四
年
分
の
所
得
税
の
雌
定
申

告
が

一
一月
十
六
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

申

告
期
限
は
コ
一月
十
五
日
で
す
が
、

期
限
間
近
に
な
る
と
、
大
変
混
雑
し

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
に
な

り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に
お

す
ま
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
、
昨

年

一
年
間
の
所
得
金
額
を
正
し
く
計

算
し
、
申
告
と
納
税
を
行
っ
て
く
だ

さ
い

。

期
限
ま
で
に
巾

・
告
を
し
な
か

っ
た

り
、
所
得
を
少
な
く
申
告
し
た

人
は
、

税
務
署
の
調
査
に
よ
っ
て
、
税
金
を

遁
徴
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税

や
延
滞
税
を
余
分
に
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す

。

し幸良広

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申

此け

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

一
、

営
業
や
農
業
な
ど
事
業
を
し
て

い
る
場
合
、
不
動

産
収
入
の
あ
る

場
合
、
土
地
や
建
物
を
売

っ
た
場

合
な
ど
で
、
千
成
四
年
中
の
所
得

1 月の納税

第4期

第7期

第4期

第8期

町県民税

国民健康保険税

来月は

固定資産税

国民健康保険税

金
額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除

・

扶
養
控
除

・

各
種
保
険
料
位
除
な

ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え

る
と
き

。

3
1

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が
千
五
百
万
円
を
越
え
る
場
合
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
制
の
合
計
が

二
十
万
円
を
担

え
る
場
合

、

ま
た

、

給
与
を

一
.
ヶ

所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
人
な

ど
で
す

。

申
告
す
れ
ば
税
金
が
戻
る
場
合

確
定
申
告
を
す
る
義

務
の
な
い
人

で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
舵
定

申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
が

一展
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど
で
取

得
し
た
場
介

②
医
療
費
を
ト
万
円
以
上
支
払

っ

た

場
合

③
災
宮
や
盗
難
に
あ

っ
た
場
合

④
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職
し

て
い
な
い
場
合

町
県
民
税
の
申
告
相
談
に
つ
い
て

町
県
民
税
(
住
民
税
)
の
申
告
書

は
、

平
成
四
年
中
の
所
得
を
平
成
五

年

一
月

一
日
現
夜
で
居
住
し
て
い
た

市
町
村
に
三
月
十
五
日
ま
で
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
占
に
E

し
く
記
載
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
次
の
日
程
表
の
と
お

り
、
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
か
ら

時
間
ま
で
に
お
越
し
下
さ
い

。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ

れ
た
方
は
、
町
県
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

。

程表
日 時 地 区 場 所

2 月 24 日制 問 復 北

2 月 25 日 (桐 出 窪 i有 重信111 )"農村環境改著ユセンター

2 月 26 日樹 見 小ft. 艮

3 月 1 日 (月) =1:: i章 } 11 重信町-役場別館 2 階大会議室'l!.、

3 月 2 日ω 山之内 ・ 樋口 ・ 横河原 重信 町農協 北 吉 井支所

3 月 3 自体) 四 |判 西 問 公 民 fií~ 

3 月 4 日 (木) 牛沸j団地 ・ _ 1-.脳 ・ 幡磨台 牛洲団 地 第 2 集会所

3 月 5 日掛 牛 務:lJ ー牛 沸i 公 民 館

3 月 8 日 (月) 南野 !王!・北 野田 4ヒ 生守 日] 公 民 館

3 月 9 日ω 下 4水 重信 IIIJ 農協拝志支所

3 月 10 日附 J二 Jホ 止本 公 民 l館

3 月 11 日 (木) 村 上 十す 公 民 館

3 月 12 日樹
子 b前 日 重信町役場別館 2 階大会議室

3 月 15 日伺)
ーーーーー」ー

日相談&. 
Eヨ町県民税申

『睡F

午前9時~午後 3時受付時間



年
金
だ

よ

ゐ三

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

二
十
歳
か
ら
ス
タ
ー
ト
/

国
民
年
金

一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
、
大
人

的
仲
間
入
り
を
さ
れ
る
皆
さ
ん
成
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

皆
さ
ん
は
、
・

一
十
議
に
な
っ
て
何

を
始
め
ら
れ
ま
す
か

。

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
は
、
選
挙
権
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
権
利
と
と
も
に
義
務
も
生
じ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
凶
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

も
大
切
な
義
務
の
ひ
と
つ
で
す

。

国
民
年
金
は
、
皆
さ
ん
を
は

じ
め

符
い
附
代
が
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
お
年
寄
り
の
年
金
を
支

え
、
そ
し
て
、
皆
さ
ん
が
年
を
取
っ

た
と
き
に
は
、
次
の
世
代
に
支
え
て

も
ら
う
と
い
う
「
世
代
と
靴
代
の
助

け
合
い
」
を
基
本
に
成
り
立

っ
て
い

ま
す

。

.

一十
歳
に
な
っ

た
ば
か
り
の
皆
さ

ん
は
「
年
金
な
ん
て
、
ま
だ
速
い
将

米
の
こ
と
:
:
:
」
と
感
じ
ら
れ
る
で

し
ょ
う
が
、
ち
ょ

っ
と

待
っ

て
く
だ

さ
い

。

よ
く
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

。

今
や
人
生
八
十
年
時
代
、
高
齢
化

が
進
む
現
丘
、
老
後
問
題
は
深
刻
で

す
。

も
し
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
か

っ

た
ら
ど

う
し
ま
す

か
。
チ
供
や
係
が

自
分
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
と
い
う

σ〉'1' し報広(5) 

保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
老
人
の
数
は
年
々
急
増

し
て
い
ま
す

。

で
す
か
ら
、
こ
の
長
い
老
後
を
生

き
が
い
の
あ
る
盟
か
な
も
の
に
す
る

た
め
に
、
設
い
と
き
か
ら
の
準
備
が

必
要
と
言

え
ま
す

。

人
は
誰
で
も
年
を
と
り
ま
す
。
「
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と
い
う
よ
う

に
、
そ
の
時
に
な

っ

て
慌
て
ぬ
よ
う

校
い
と
き
か
ら
準
備
し
て
お
き
ま
し

ト
ふ
よ寸J
。

二
十
歳
に
な
っ
た
あ
な
た
、
今
す

ぐ

役
場
で
凶
民
年
金
の
加
入
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い

。

国
保
だ

よ

自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
ろ
う

④

歯
と
目
を
大
切
に

一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
よ
う

生
涯
を
通
じ
て
、
州
は
か
な
食
生
活

を
過
ご
す
た
め
に
は
、
お
と
し
よ
り

に
な

っ

て
も
自
分
の
曲
を
捜
す
こ
と

が
必
要
で
す

。

8
0
2
0

述
動
は
八
十
議
に
な

っ

た
と
き
に
残

っ

て
い
る
曲
が

-

A

卜
ぷ
・

以
k

で
あ
る
よ
う
に
と
い
う
運
動
で

す
。悩

ぐ
き
か
ら
胤
が
で
た
り
、
け
が

れ
大
く
な
っ
た
り
し
た
ら

、
歯
柑
膿
・似

の
予
防
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
歯
槽
膿
漏
を
防
い
で
歯
を
長
も

ち
さ
せ
る
基
本
は

、

毎
日
の
-
Kし
い

歯
み
が
き
に
あ
り
ま
す

。

直
鮮rvYY~r\ 

際5F

ローリング法

聞のよごれをとるのによい.

と平行に鎗フラシをあて. 舗フ

ラシの脇腹を使って手首で半回伝
さゼる.

スクラッ ピング滋

!lff.か簡単で.直面みがきの習慣

づけにいい.舗と直角にE歯ブラシ

をあて . 1 an極度の小さ忽録鈎で
み由、く方議.

フズーンズ法
石のたまりやすい人に予防細

か高い. rイー」のロにし、 箇に

角に自由フラシをあてて. 小さ高五

円を1苗くようにみかく.

パスffi (JIイフレーシヨンih11置l

周貨の文琶広原因と怒る飽顕

邸の歯婚をとりのぞくのに有湖底

みか世巧.

フラシのあて方、 齢目、し方 1;図

のとおり. ブラシをスクラッピン

ヲ ;!よりもっと婦かく 、 ふるえる
ように働力、曹ので Fパイプレーシ

ヨンJ ともいう.

)41 

のみがき方tニ 1~4 つの基本
があリ正す， 働申歯 〈島町状態に
音ゥたみがき方をしましょう

目
を
大
切
に

高
度
情
報
社
会
の
今
日
、
「
ど
も

か
ら
お
と
し
よ
り
ま
で

H

を
疲
労
さ

せ
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

長
い
読
書
や
人
混
み
か

ら
帰
っ
た

あ
と
、
あ
る
い
は
時
眠
不
足
な
ど

、

自
の
疲
れ
を
お
ぼ
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

。

こ
う
い
う
と
き
は
、
洗
脱
が

大
変
眼
の
疲
労
凶
復
に
よ
い
の
で
す

。

洗
面
器
に
水
道
の
水
を
流
し
な
が
ら
、

そ
の
な
か
に
鎖
を
つ
け
て
闘
を
パ
チ

パ
チ
や
り
な
が
ら
、
ト
L
.ト
・

在
布
に

動
か
す
と
、
洗
眼
と
同
時
に
目
を
冷

や
す
こ
と
に
な
り
、
大
変
さ

っ
ぱ
り

し
ま
す
。

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
外
食
の
多

い
人
は
偏
食
に
な
り
や
す
い
の
で
、

新
鮮
な
野
菜
、
肉
や
レ
パ
l

、

魚
貝

類
、
海
そ
う
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

食
べ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

戸
籍
手
数
料
改
定

の
お
知
ら
せ

戸
籍
千
数
料
令
の

一
部
カ
改
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
ヂ
成
五
年

一
川

占

u

か
ら
戸
籍
眺
川
本
等
の
交付
手
段

料
が
変
わ
り
ま
し
た
。

主
な
改
定
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す

。

主な戸籍手数料改定内容

干重 知 現行 改定制

戸籍の脚本又は抄本 1 j!l1 :300 400 

除籍の脚本又は抄本 1 J止i 500 700 

戸籍の記載事項証明 説明ギ項 1 11' 200 300 

除籍のJ己 I1成事項証If}j 説 lリ j !t~J~i 1 i午 300 400 

届苦:の受.f1Jl等の説明:，~: 1 jill 200 300 

外
国
人
の
皆
さ
ん
へ

平
成
五
年

月
八
日
か

ら
外
国
人

登
録
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

。

O

永
住
者
・

特
別
永
住
者
の
方
に

つ
い
て
は
、
指
紋
押
な
つ
制
度
が

廃
止
さ
れ
、
次
M
登
録
切
替
の
際

に
は
、
署
名
、
家
紋
事
項
を
登
鉢

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

O

笠
鉢
用
V
A
J
点
の
規
怖
が
次
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
す
(
日
本
旅
券
川

写
点
の
規
格
で
撒
彬
さ
れ
た
も
の

も
こ
の
脱
絡
に
A
Hい
ま
す

。

)
。

・

提
出
U

前
六
月
以
内
に
搬
出
さ

れ
た
も
の

・

縦
四
任
問
、
横
一
二五
胴

・

無
相
、
無
背
民
、
本
人
の
み
、

正
而
向
き

I~ (.. 圃

地
万
人
同
管

O

A
(恩録
用
写
点
は
、

開
局
(
支
局
)

-

d

部
の
出
張
所
で
撤
彬
カ
受
け

ら
れ
ま
す
。

写
点
は
規
絡
に
AH
っ

て
い
れ
ば
写
点
店
等
で
撤
似
し
た

も
の
も
可
(
な
る
べ
く
カ
ラ
ー
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

)

O

諜
し
く
は
、

役
場
外
国
人
登
録

係
へ



(6) ぶのげし幸良広

園
圃
困
固
回
〈
そ
の
他
v

希
望
者
に
血
液
検
査
を
実
施
し
ま

す
。

(
全
紙
自
己
負
担
)

①
実
施
日

二
月
十
七
日
耐

午
後

一
時
i

二
時

②
場
所
町
民
会
館

・

診
察
軍

③
検
査
項
目
・

料
金

F

記
の
と
お
り

※
中
性
脂
肪

・

血
糖
の
検
査
を
受
け

る
方
は
、
検
査
を
正
確
に
行
う
た

め
、
午
前
八
時
ま
で
に
食
事
を
す

ま
せ
、
そ
れ
以
降
は
何
も
飲
食
し

な
い
で
下
さ
い

。

検
究
項
目
の
選
択
は
自
由
で
す
。

事
前
に
希
望
検
査
項
目
を
お
知
ら
せ

ド
さ
い

。

ヨ忌 3挺
月 r h量fIt愉 11

血助 HDL 
検

r - コレステ 版画量 1i 
'1'竹 町rrVi じ TP コレステ 貧 血

{担~It<術 {アルコ GPT G01 ロール t縞凪の 'Ii 
同検1i 1 ール性別

ロール
申wの倹 被先) 11 
1i1 

3601'1 :1601'1 3601'1 5151'1 5151'1 6001'1 5151'1 :1601'1 4631'1 
"1 

セ，ト料金

1 5 -7ftill (貧血 ・ 血納は除< 1 的場合 2,0601'1 t 
2 9 'ftll (全て} 町場介 2,5751'1 

〈病気別健康教室の日程・内容〉

11 日年 内 守予 止措 自市

10: 00 
織:/îí fJt 臥の f紡に

)~ JjJ1;. ( 栄養 1:
2 月 4 日

lt 血教 本 ついてJ
l劇

12: :10 圃I保健婦
調.flll'定例 r }t血 fM食」

2 月 17 日
1'1: 00 必111 ，Ji; 卜'"術~.;:

ー ....:/îí r fl.1旬以術について」
司民

15: 30 :'~ ..j，鍵 '， 1州市

現，~*1oil教主主

講~ rn~Þ正術の食l!}彼

2 月 25 日
1,1 : 00 

法について J
Jう }j広 f 栄益上

ー

U特 íW:/îí r .i1l!重~J縦法に
開I保健 I\ï15 : :10 

ついて」

市*餓曲凶，Î， 講義 r 1~'~ lrJ(般血ti: (術
14 : 00 )~ )jf1;. (-栄養 lて

州市鼠} と 3 月 4 日
ー 風)とおコレステ

，..)コレえ テ 附
15 : 30 開f保健鮒

ロール教宅
ロールについて」

1.1: 00 
愛緩l\!保健術得

3 月 9 日 ぷJ~
ー 織義rr;5 血11 :につ t ‘て J

(:k) 
15: 30 備本向 一

ょ百血11'教司f

3 月 16 日
10: 00 t草花 r j演1l.1.について J )~ )jJi;. {-栄餐 1:

l虫j
12 : 30 調jlH'X1~ r・減t証食J 開I保健婦

蝿 I~I始時H自の30分 liijから受付をします.

ご案内離乳食学級の
自I~乳食は、母乳・ ミルクで不足する栄養を補って、

無用なく幼児食へと移行していくための準備食です。
離乳食学級では、月齢にそ った、手軽で簡単な離

乳食のっくり方 ・ すすめ方を学習し、調理等を見学

実留します。

出IE乳食の不安を解消し、より身近なものとなるよ
う、学級を開催しますので、ぜひ、赤ちゃんとご一

緒にご参加rFさい 。

日時 2 月 15 日 (月)

午後 2 時- 311寺30分

重信町民会館

平成 4 年10月 ・ 11 月 生まれの児

栄養士 ・ 保健婦-

無料

母子手帳
。 講義(離乳食のスタートとすすめ方)

。 調理の見学実習

。 試食 ・ 質娃応、守主

社会福祉コース NHK学園案内

日 lくザ:: 1剖では、 4 H か ら、 j必信教育で学ぶIfJi 咋午後

専攻科 ・ コ ミュニティ ・ スクールを|剤投します。 ;合i齢化
社会をむかえ、より多くの人たちが社会稲毛1I:に|対する知l

滋と技能を身につけることを闘がJにしています。 社会制

祉|剥係の基本科M はすべて学習できます。

病
気
別
健
康
教
室
のご

案
内

病
気
別
の
健
康
教
室
を
行
い
ま
す

。

皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
お
こ
し

下
さ
い
。

〈
場
所
〉

町
民
会
館

〈
持
参
品
〉

健
康
手
帳

(当
日
発
行

吋
)

〈
参
加費
〉

無
料

〈
由
申
し
込
み
方
法
〉

実
施
日

一
週
間
前
ま
で
に
、
役
場

・

保
健
婦
ま
で
御
辿
給
ド
さ
い

。

場所

対象

担当

料金

持参品

内容

4. 納付金

入学金

授業料 1 j別

5. 願書受付

04 fl 期4ぅ

2 )1 1 11-4 )'J 5 [1 

0 10ηj羽生

8)1111-10)1511 

6 . 閉会せ・ 資料精求先

NHK学風

〒186 -01 東京都国立市

富士見台2-36

ft0425 -72 -3151 

10.00WI 

39.0001-'1 

1. 募集コース

社会偏祉コース

4 1'1 JtH生 1.000 r.

10H 期生 500 1", 
2. 学習期間

2 {f-(6 ヶ月を 1 JUI と

し、 1J!:H3 科 H 履修、 4 

j闘で修()

3 . 入学資格

高校卒業者またはこれ

に準ずる者
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標準小作料の

改訂について

児
童
手
当
制
度

改
正
に
つ
い
て

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

平
成
四
年
月
日
か
ら
児
童
手

当
制
度
が
改
正
さ
れ

一
人
目
の

子
ど

も

(平
成
三
年

一
月

二
日
生
以
降
)

か
ら
手
当

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た

。
認
定
請
求
は
随
時
受
付

ま
す
の
で
申
請
を
さ
れ
る
方
は
役
場

厚
生
諜
ま
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

。

な
お
、
認
定
請
求
さ
れ
た
方
は
所

得
限
度
傾
を
越
え
な
い
限
り
請
求
の

翌
月
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

既
に
、
児
童
手
当
を
受
け

ら
れ
て

い
る
万
は
、
制
度
改
正
に
伴
い
昭
和

六
十
三
年

4

月

一
円

i

昭
和
六
十

一二

年
十
二
月

三
十

一
日
生
ま
れ
の
冗
取

は
平
成
四
年
十

二
月
分
ま
で
支
給
し

ま
す

。

詳
し
い
お
は

厚
生
課
で
お
吟
ね
ド

支
』
い
。

宮
六
回
i

ニ
O
O

一

般
ご
み
・

不
燃
ご
み
・

組
大
ご

み
を
出
す
時
に
は
、
次
の
こ
と
を
守

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い

。

O

一
般
ご
み
・
不
燃
ご
み

O

ご
み
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
ま
た
は

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
て
出
し

て
.
ト
さ
い
。

O

ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
、
指

定
日
に
指
定
場
所
へ
出
す
よ
う

に
し
て
下
さ
い

。

O

ス
プ
レ

ー
伝
や
エ
ア
ゾ
i

ル
缶

を
出
す
時
は
、

必
ず
中
の
ガ
ス

抜
き
を
し
て
下
さ
い

。

火
災

害

の
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す

。

O
粗
大
ご
み

O

粗
大
ご
み
回
収
場
所
と
不
燃
ご

み
間
収
場
所
が
同
じ
地
区
の
H

は
、
回
収
作
業
が
容
易
に
で
き

る
よ
う
に
、
き
ち
ん
と
分
別
し

て
置
い
て
下
さ
い

。

O

原
動
機
付
自
転
車
・

オ
ー
ト
パ

のt-f し報広(7) 

重信町の標準小作料が次のとおり

改訂され、平成 5 年から適m される

ことになりました。
内
線
丘
四

「水出 J 10アール~り

上田 31.000円
(止E産拡540kg以上で、 tミ道及び刷

1排水路等が整備され、 4区画の而.fi~

も 比較的大きくトラクタ一、コンパ

イン等の大型農機具による作業が容

易な投地。)

イ
は
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
、
版

売
店
な
ど
に
処
分
を
依
頼
し
て

下
さ
い
。

@
注
意
事
項

ご
み
の
出
し
方
が
惑
い
同
収
場
所

に
つ
い
て
は
附
収
を
停
止
す
る
場
人
n

が
あ
り
ま
す
の
で
、
き
ち
ん
と
山
す

よ
う
心
が
け
て
ド
さ
い

。

中田 28.000円
(生産量:5 10kg程度で、 t問より規

模のやや劣るところではあるが、農
道及ひ・用排水路等が比較的経備され

耕転機、 コンパイン等の中恒段機具

による作業が容易な民地)

下回 20.000円
(生l叢註470kg以ー トーで、 大型 ・ ~I I ~!

段機具を効率的に利用することが閑

慎ftな良地)

※ なお、標準小作料はあくまで町

内の標準ですので側々の小作料は

当事者間でよ く話し合って決めて
くださ L 、 。

二毘ま まぬき袋どけに 床こ三ことど 合し O ぬ でそて・勺益…岬，*，;，，，，，，，，，，，，， ，，二千
ン而 cf そすかまにのま 、こ をれ回ね つの ぬ刀 、 ・ ガ ν 渇 卜星島~盟主山叫l úìIl
二、刀の 。 床す入切ぜいう作を 、 E主力容か様塩七一 塩ま r管~.，ヨ踊!1.1rl 切
フい 、 後 刀 υ れれんさし り -cにす芯器と準百二キのし AV:-JOi晶る品..;....;:弘正込
日つ c去、 豪野て端 。 芯てま週 <。いに 塩で五リロ軍
と疋塁本 う菜 、 最り作 cf 聞か胡程 入 て}く cf 十ツと は塩涜す ぷま 料菜
を煮烹格 力力 三く 初野 つ c 続き 、 腫れを。ワト水 貯水力 0 11 ずぬ理を A
野手 ω 的 くう白 ずは蒸疋 けま邑の 、、 ラル四 みを しお U ど 、 かのお吻
ゐ し炉に 忍氷 Ià:野大をぬ ぜ 、 固手お ム)合で 作 、な PRニぬ ゐ一いは
に 、 を野 門分ど菜 損漬か ぬま タ さにけ のに( すり塩 ベーかそっし
合唐出菜 君万泊をやけ床 かすのにべ芯 轡IJ j吋約ガまを にをと潰でく 季
わ宰すを ち出け木白て い 、 窓あ{乍塩けです食節

そ iiJき 雪て五努 5R \\ぞ慢の昧・ぬかみそ漬け----- ど雪 2 警|司 0 2 露

___..L_一司 i量E ・.... ら大る にとて刀
胃:;_tfh 司ヨ圃E宮=-t-刀・圃IUR 十切にぬ置ガあ|

あ j肖 "・... . "目. -ー・ーー-". ~ 分|はかくでくぜ

りし皮 cf 問シと m 1ë正し|まり花王気こに | 、 みよさと広
ままを υ しつ に卵 る、くまりにうか由一そうま、と
す cf 一璽て L 韻 くの まみはせ 、 駐すき巴に 酒に す担に
。し 緒 ミ 、 ガのる殻で そ つん潰 れる回~\もけし。 自包

、 に刀酪ぬ成んを 、 ぐ疋。 吻て としすこを ま容のん
臭 j賀 ン 昧力 分で 霊安からうぬガ胸、てーにあし 器風で
みけやを のの人個 きいぬか 酸き酪 く回もい よは昧容
をる し中 事L I女円分 混の力床つが白だ は手 しう、 を器
と とモ 相酪酪て併ぜ固をガぱ活 薗さ 、 入く。活出に
る ンしに刀おし、 まさ 補 水<発ガい底 れ食 暗す入
品酪 のまn:んくて すに充つ花王 lこ空。力ガベ 所これ
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同

和

教

ョ~
同

J~' 

「
心
に
も
体
に
も
け
が
の
な
い
よ

う
に
し
よ
う

U

先
生
は
、
出
様
の
前
に
い
つ
も
こ

の
請
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
が
、
そ

の
意
味
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と

も
な
く
過
ご
し
て
き
ま
し
た

。

と
こ

ろ
が
、
先
生
が
出
張
で
自
習
を
す
る

こ
と
に
な

っ
た
あ
る

u

、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
考
え
る
き

っ
か
け
と
な

っ

た
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た

。

B
A
の
ひ
と
-
d
が
、
わ
た
し
の
心
を

き
し
た
の
で
す
。

突
然
の
会
一
口集
に
胸

を
え
ぐ
ら
れ
、
悲
し

く

な
り
ま
し
た

が
、
わ
た
し
が
傷
つ
い
た
こ
と
に
気

づ
い
て
注
立
し
て
く
れ
る
友
達
は

.

人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た

。

B

お
に
は

悪
気
は
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

け
れ
ど
も
、
そ
の
晩
は
、
つ
ら

く
て
な
か
な
か
ね
む
れ
ま
せ
ん
で
し

'
μ。わ

た
し
は
、
こ
の
こ
と
を
日
記
に

占
い
て
い
ま
し
た

。

翌
朝
、
先
便
は
、
友
達
の
苦
し
み

に
気
づ
か
な
い
こ
と
の
悲
し
さ
や
、

無
関
心
で
い
る
こ
と
の
お
そ
ろ
し
さ

に
つ
い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

。

そ
し
て
、
「
こ
の
友
達
は
、
自
分
の

苫
し
さ
を
日
記
に
占
い
て
く
れ
た
か

「
第
四
回
人
権
を
語
る
集
い
」
か
ら

傷
つ
い
て

上
林
小
学
校
五
年

普
能
史

のlデし幸良広

子

ら
、
み
ん
な
で
与
え
る
こ
と
が
で
き

た
け
ど
、
も
し
か
し
た
ら
、
だ
れ
に

も

一
言え
な
い
で
、

一
人

で
苦
し
ん
で

い
る
友
達
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
日

と

式

わ
れ
た
の
で
す

。

わ
た
し
は
、
は
っ
と
し
ま
し
た

。

わ

た
し
よ
り
、
も
っ
と
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
る

A

さ
ん
の
こ
と
を
思
い
出

し
た
か
ら
で
す
。

わ
た
し
は
、
み
ん

な
が
、
A

さ
ん
の
こ
と
を
か
げ
で
恵

く

言

っ
て
い
た
こ
と

が
あ
る
の
を
知

第4国人権を語る集いっ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど

、

い
っ
し

ょ

に
笑
っ
た
り
し
て
注
立
な
ん
か
し

ま
せ
ん
で
し
た

。

自
分
が
傷
つ
い
て

初
め
て
、

A

さ
ん
の
心
の
い
た
み
が

分
か
っ
た
の
で
す

。

わ
た
し
は
、
す
ぐ
に
「
ご
め
ん

U

を
圭
一M
い
ま
し
た

。

ご
め
ん
ね
を

言
わ

な
い
と
、
と
て
も
い
ら
れ
な
い
気
分

に
な
っ
た
か
ら
で
す

。

「
心
に
も
体

に
も
け
が
の
な
い
よ
う
に

Uそ
れ
は
、

か
け
が
え
の
な
い

一
人

J

人
を
大
切

に
し
た
い
と
い
う
ね
が
い
だ
と
分
か

り
ま
し
た

。

正
直
に
a
d
っ

て
‘
わ
た
し
は
、
初

め
、
A
さ
ん
の
こ
と
を
、

く

ら
く

つ

ま
ら
な
い

人

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

。

け
れ
ど
も
本
当
は
、
と
て
も
お
も
し

ろ
く
て
明
る
い
入
で
し
た

。

外
見
だ

け
で
相
手
を
見
て
偏
見
を
も
つ
の
は

と
て
も
い
け
な
い
こ
と
だ
と
気
が
つ

き
ま
し
た

。

わ
た
し
が
A

さ
ん
に
、
「
ご
め
ん

ね
d
を
-
d
っ

た
後
で
、
A

さ
ん
は
、

わ
た
し
に
「
ご
め
ん
ね

U
と
・
べ
っ
て

き
ま
し
た

。

ど
う
し
て
か

と

不
忠
治

に
思
っ
て

、

「
な
に
が
ご
め
ん
ね
な

の
U
と
聞
き
返
し
ま
し
た

。

す
る
と
、

A

さ
ん
は

、

「
昨
日
の
社
会
の
時
間
に
B
4

が
ひ

ど
い
こ
と
を
パ

っ

た
の
に
注
立
で
き

な
く
て

U
と
-
パ
い
ま
し
た

。

わ
た
し

は
、

び
っ
く

り
し
て
し
ま
い
ま
し
た

。

ほ
か
の
友
達
は
、
だ
れ
.
人
と
し
て

わ
た
し
に
「
ご
め
ん
な
さ
い

U
な
ん

て
ぷ

わ
な
か

っ
た
か
ら
で
す

。

A
さ

ん
は
、
無
関
心
で
い
ら
れ
る
こ
と
の

悲
し
さ
を
知

っ
て
い
る
か
ら

、

そ
う

J

っ

た
の
だ
と
忠
い
ま
し
た

。

わ
た

し
は
、
A

さ
ん
の

人

が
ら
と
や
さ
し

さ
に
、
あ
ら
た
め
て
じ
い
ん
と
し
て

し
ま
い
ま
し
た

。

こ
の
ご
ろ
は
、
傷
つ
く
よ
う
な
こ

と
を

六討

っ
た
人
が
い
た
ら
ま
わ
り
に

い
た
人
が
注
意
す
る
よ
う
に
な
り
、

何
気
な
い
ひ
と
這

で
友
達
を
傷
つ
け

だ
か
ら
心
に
も
体
に
も
け
が
の
な
い
、

本
当
の

仲
よ
し
百

一年
生
で
い
た
い
と

思

っ
て
い
ま
す

。

て
し
ま
う
こ
と
も
減

っ
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す

。

み
ん
な
、
わ
た
し
の

よ
う
な

こ

と
を
考
え
て
自
分
な
り
に

反
省
し
て
次
に
生
か
し
て
い
る
か
ら

か
な
と
思
い
ま
す

。

本
当
の

仲
間
っ

て
何
だ
ろ
う

。

今
ま
で

、

仲
間
を
大
切
に
し
よ
う

と
口
先
で
J

っ
て
、
か

つ

こ
う
だ
け

つ
け
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す

。

悩
み
が
あ
っ
た
ら
、
勇
気
を
出
し
て

友
達
に
相
談
し
た
り
、
H

記
に
S

い

た
り
し
て
、

」

人
の
問
題
を
み
ん
な

の
間
組
に
し
て
い
く

。

相
手
の
気
持

ち
を
与
え
て
、
お
た
が
い
に
則
刊
解
し

て
、
み
ん
な
の

h

で
解
決
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た

。

わ

た
し
は
、
み
ん
な
大
川
町
き
で
す
。

人
.

人
の
気
持
ち
が
大

M
き
で
す

。

り 一 *
-新刊のご案内
〈哲学> 0 r気」の 1 ・ 4そ 1-話- illf介 1 . 全 0 ソロン ー ソロ

ンアサミ 0 ブ ッ ダの IIt 界一 五減政四郎 〈歴史・伝記> 0雌
史を変えた 3 2 9 l:J ーホルストテルチク 0 インカの*命

たち一山本紀夫 0飛行家をめざした火性たち一 千本i必犬
0 美智'II -f さまと J江鉄たち 一河原敏明 〈社会学> 0 if止を泌
る自衛隊一佐々木芳降0愛という名の支配一川出身陥イ

。 火焔の山に挑む一普賢岳資料7訴のi会 〈自然科学> 0地

ド水の|佐治l 一機織 !]:J 0進化の隣人-iuf合雑雄0 日 本人は

いI処から米たかー松本!Æ!1f o .lili球の1，tーアル ・ ゴア 0 チ
ェルノブイリの泣産ージョレス ・ メドヴエジェフ 〈産業〉

0 上と 縫 )J巴 と有機物一般曲者敏英0 マグロと 11 本人 則氏
lIl40 貿易の知識一 円本経済新聞社 〈芸術> 0 tLJ引 ・ i.t~急

浮袋幽- N HK取材班 0 !M千家?誌の均一鈴木宗保〈文学〉
。 いちずに J本道いちずに ・ッ ポ-~llrHみつを 0 人伎の
習tl't一大江健三郎 0眠られぬ伎に _ 1 ，1.以11免 0速い flll ぴ

こ J 一佐野良 ー O lln け }jの夢u.) ・ ( 日 一 シドニ ィ ・ シ ェ ル

ダン 0愛のまわりに- j頼戸内寂正も…・…-など 。

〈今月の標鱈〉

一審絡を;登用すれば学聞は死す。 一

館だよ室
田

* - - -図

(ルソー)
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十
月
十
四
日
の
第

二
土
限
目
、

志
津
川
で
は
、
楽
し
い
催
し
が
行
わ

れ
ま
し
た

。

老
人
会
の
方
が
、
小
学

生
対
象
に
、
地
域
に
伝
わ
っ
て
い
る

昔
話
を
し
て
下
さ

っ
た
の
で
す
。

お
年
寄
り
の
お
話
が
聞
け
る
と
い

う
の
で
、
小
学
生
約
五
十
名
の
上
に

保
護
者
も
十
名
集
ま
り
ま
し
た
が
、

老
人
会
の
方
も

二
十
名
ほ
ど
集
ま

っ

て
お
世
話
し
て
ド
さ
い
ま
し
た

。

志
津
川
に
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る

常
葉
に
、

「
加
藤
は
金
持
ち
、
伊
勢
厚
は
地
持

ち
、
篠
森
太
七
は
チ
供
持
ち
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
十
日
い
地

凶
を
広
げ
て
そ
の
上
を
た
ど
り
な
が

ら
、

こ
の

バ
葉
の
な
昧
ゃ
ん
本
の
あ
っ

た
場
所
を
確
か
め
な
が
ら
詳
し
く
説

明
し
て
下
さ
い
ま
し
た

。

特
に
「
伊
勢
屋
は
地
持
ち
」
の
伊

勢
屈
の
先
祖
は
吉
山
域
主
で
、
チ
係

は
現
在
北
海
道
で
広
い
土
地
を
持

っ

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
い
き
さ

つ
な
ど
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た

。

も
う

一
つ
は
「
お
さ
や
さ
ん
」
の

話
で
、
白
米
や
場
所
の
詳
し
い
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

人
に
よ

っ

て
多
少

話
し
方
が
違
う
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

人
に
聞
い
て
ド
さ
い

と
も

J

わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
お
話
を
さ
れ
る
お
年
寄
り
の

方
が
、
実
際
に
体
験
し
た
と
い
う
こ

と
を
ミ
ス
テ
リ

ッ

ク
に
話
さ
れ
る
の

私
た
ち
の
ふ
れ
あ
い
の
日

ー
ー

P
T
A

志
津
川
支
部
!

の'1' し報広(9) 

で
、
大
変
説
得
力
が
あ
り
、
児
童
も

だ
れ

一
人
と
し
て
口
を
聞
け
る

者
は

な
く
、
実
に
兵
剣
に
聞
き
入

っ
て
い

ま
し
た
。

間
で
十
分
ば
か
り
休
憩
を
人
れ
て
、

約
二
時
間
の
お
話
し
全
で
し
た
が
、

最
後
に
老
人
会
の
方
か
ら
、

「
皆
さ
ん
は
、
大
変
静
か
に
、
と
て

も
お
行
儀
よ
く
、
熱
心
に
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
立
派
な
態
度
に
感

心
し
ま
し
た
U

と
ほ
め
て
も
ら
い
、
ま
た
、
記
念
の

絵
は
が
き
ま
で
項
き
ま
し
た

。

子
供
た
ち
に
は
、
今
ま
で
に
な
い

珍
し
い
お
話
を
聞
く
よ
い
機
会
と
な

り
、
よ
い
郷
土
学
習
と
な
り
ま
し
た

。

こ
の
会
は
、
医
長
さ
ん
や
老
人
会

の
方
々
、
P

T
A

の
支
部
役
員
さ
ん

な
ど
の
お
骨
折
り
で
実
現
し
た
も
の

で
す
が
、
肱
家
族
化
が
進
ん
で
い
る

引
在
こ
そ
、
お
年
寄
り
と
，
十
供
と
の

ふ
れ
あ
い
の
場
を
持
つ
、
」
と
に
よ
り
、

地
域
の
歴
史
や
風
習
が
、
少
し
で
も

語
り
伝
え
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す

。

こ

う
い
う
機
会
を
重
ね
て
い
け
ば
、

チ
供
な
り
に
も
地
域
理
解
が
深
ま
り
、

ず
供
同
士
お
互
い
の
理
解
も
深
ま

っ

て
い
く

も
の
と
信
じ
て
い
ま
す

。

ま

た
、

子
供
た
ち
を
仲
立
ち
に
し
て
、

地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
保
護
者
向
上

お
互
い
の
理
解
も
深
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
、

「
ふ
れ
あ
い
の
日
」

が
、
そ
う
い
う
機
会
に
な
れ
ば
:
:

と
願
っ

て
い
ま
す
。

第16回重信少年少女合唱団
定期演奏会

一一一一一 合唱と器楽のつどい

録者

集

玄草色
.sx.. 時保母

募

臨

2 月 6 日出 15 : 00~16 : 30 

重信町民会館 大ホール

重信少年少女合唱団 重信町教育委員会

無料

合H日 重信少年少女合u品 111

独11日大内美佳 ・ 山内 貢

ピアノ独奏石丸通幸

ギター演奏青木一男

リコーダー演奏北保義樹外

今~'Iは、指導の先生やギター、リコーダー演奏家
の 11 '，泌を Ttí き、歌と器楽にふれ親しむことのできる
泌奏会とな っています。 お誘い合せの上、多数ご米

場ください。

お問い合わせ

開場 14:30期日

場 所

主 催

入場料

出演

重信町では、臨時保母として登録される }j

を募集しています。

今働いている保母が、

などで、長期]の休暇を取る場合に代梓保|止と

して勤務をお願L、するものです。

保母資格をお持ちの)iで、奄鉢を希望され

る方は 、 「服歴 gJ r保母資格i証明芹」をご

持参のうえ、!平'U*までお巾し込みドさし、。

なお、待遇等については、

出産や病気これは、

FR信IUj"役場}l!-'l:::

宮64 ー 2001 、内線 253 までお|甘い、作わせ謀
宮64 -6263 

ﾟ64 -1500 
合11日 111 (111 F) 
教育委員会ドさ L 、 。

記
正
月
の
「
し
め
飾
り
」
は
、

…り

…
長
い
歴
史
を
も
っ
た占
禁
で

-
E
'

・

L
a
n

L
m
L
a
F

銑

…
す。
「
注
述
」
「
七
五三
」
「
椋
」

…め
…
の
漢字が
当
て
ら
れ
ま
す
が
、

…し

…
「
し
め
」
は
も
と
も
とL「
哨

…
め
る
」
と
い
う
意
味。
注
述

織
は
、
神
が
占
め
る
清
浄
な
区
域
を

ポ
し
、
T小
浄
の
侵
入
を
防
ぐ

縄
張
り

の
標
識
だ
っ
た
の
で
す

。

ト
山
代の
日
本
人
は
、
新
年
に
は
年

械
が
訪
れ
て
き
て
人
々
の
暮
ら
し
を

見
守
り
、

，

年
の
幸
せ
を
約
束
し
て

く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た

。

門
け

の
注
述
飾
り
は
年
神
が
滞
点
中
と
い

う
目
印
だ

っ
た
わ
け
で
す

。

「
じ
江
:
・

縄
」
と
汗
く
の
は
、
ト
化

ね
じ
り
の
織
に
わ
ら
を

4

本
、

・k

本
、

七
本
の
順
に
弔
ら
し
、
そ
の
問
に
・
刊

紙
を
細
長
く

切
っ
た
「
し
で
」
(
問

予

・

雫
・

幣
)
を
.
ト
げ
た
と
こ
ろ
か

ら
き
て
い
ま
す

。

ま
た
「
注
述
」
は
、
中
国
の
出
訟

の
文
字
を
附
い
た
ら

の
。

死
ん
だ
人

の
出
結
後
、
家
の
入
り

日
に
清
め
の

ぷ
を

注
い
だ
縄
を
述
ね
て
張
っ
た
の

が
注
辿
で
、

日内
ぴ
死
お
の
誕
ぬ
が
入

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
刊
俗
で

し
た

。

中
凶
の

「
注
述
」
と
H

本
の
「
技

連
」
に
は
、
両
国
の
民
族
の
北
つ
池
山
…

と
相
違
点
が
う
か
が
え
る
と
い
え
そ

う
で
す

。
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Give Blood 

Save Life 

は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

わ
悶
麗
も
献
血
@

全
血
製
剤
と
血
液
成
分
製
剤
は
、

国
内
の
献
血
で
賄
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
血
紫
分
画
製
剤
は
、
約

八
割
以
上
を
ま
だ
輸
入
に
頼

っ
て
い

ま
す
。

人
工
的
に
作
れ
な
い
臓
器
の

一
部
で
あ
る
血
液
を
、
商
品
の
よ
う

に
購
入
す
る
日
本
は
、
国
際
的
に
も

厳
し
く
批
判
を
受
け
る
立
場
に
あ
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う

。

一
日
も

早
く

、

す
べ
て
の
血
液
製
剤
を
国
内
の
献
血

で
自
給
す
る
こ
と
が
急
が
れ
て
い
る

の
で
す
。

一
九
九

一
年
の
献
血
者
は
約
八
百

七
万
人
、

全
人
口
の
六

・

六
%
で
し

た
。

は
た
ち
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、
あ

な
た
の
愛
を
行
動
に
移
し
て
く
だ
さ

い
。

献
血
は
、
人
の
命
を
救
う
尊
い

行
為
な
の
で
す
か
ら
:
:
:
。

電
気
器
具
を
買
う
と
き
は

安
全
マl
ク
を

確
か
め
ま
し
ょ
う

電
気
器
具
に
は
、
国
が
検
査
し

て
安
全
で
あ
る
と
い
う
証
明
の
マ

や
⑦
の
マ
ー
ク
が
つ
い
て
お
り
ま

す
。

こ
の
マ
ー
ク
の
な
い
電

気
器

具
は
、
製
造
し
た
り
、
販

売
し
た

り
す
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
お
り
ま
す

。

、.酬-

正
し
く
使
お
う

あ
な
た
を
守
る

一
一
O
番

一
月
十
日
は

一
O
番
の
日
で
す

。

次
の
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
、

正
し
く

一
一
O
番
を
利
用
し
ま
し
ょ

、
「
ノ。①

何
が
あ
っ
た
か

②
い
つ
、
ど
こ
で
、
目
標
は

③
事
件
の
あ
ら
ま
し
は

④
犯
人
の
人
相
、
特
徴

、

逃
げ
た
方
向
は

⑤
あ
な
た
の
住
所

、

氏
名
、

電
話
番
号
は

電
気
器
具
を
口
う
と
き
は
、
必

ず
こ
の
マ
i

ク
を
確
か
め
ま
し
ょ

、
「J
。財

団
法
人

四
国
電
気
保
安
協
会

愛
媛
支
部

お
正
月
の
歌
に
、「
年
の
は
じ
め

の
た
め
し
と
て
:
:
:

松
竹
立
て
て

門
ご
と
に
」
と
い
う
歌
が
あ
り
ま

す
。

砂
何
で
お
正
月
に
松
茸
を
立
て

る
の
。
と
思
っ
た
子
ど
も
も
い
る

そ
う
で
す

。

ぞ
れ
は
♂
て
お
き
、
門
松
と
い

う
と
家
の
門
に
松
と
竹
を
立

て
る
の
が
一
般
的
と
思
っ
て

い
る
方
も
い
る
よ
う
で
す
が

、

島

東
京
な
ど
で
は
江
戸
時
代
か

細

り
の
し
き
た
り
で
、
松
と
竹
田

で
す
が
、
地
方
で
は
普
か
ら
!

の
風
習
で
、
ツ
バ
キ
や
サ
カ

キ

、
杉
や
ナ
ラ
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
木
を
使
う
よ
う
で
す

。

飾
る
場
所
も
門
の
前
と
は
限
ら

ず
、
家
の
中
や
神
棚
に
飾
っ
た
り

し
ま
す

。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
神

棟
の
宿
る
H

よ
り
し
ろ

H

と
考
え

ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

。

さ
て
、
そ
の
飾
り
を
外
す
日
で

す
が
、
こ
れ
も
さ
ま

，

さ
ま
で
す

地
域
に
よ
っ

て
は
、
砂

松
の
内
。
を

一
月
三
日
ま
で
と
い
っ

た
り
、
七

日
ま
で
と
い

っ
た
り
ま
ち
ま
ち
だ

か
ら
で
す

。

な
か
に
は
、
十
四
日

こ
こ
数
年
、
世
界
中
が
地
球
環
境

や
人
権
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
国

レ
ベ
ル
や
民
間
レ
ベ
ル
で
地
道
に
活

動
が
行
わ
れ
、
態
章
を
作
成
し
た
り
、

将
来
を
話
し
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す。

そ
し
て
、
そ
の
大
切
さ
を
訴
え
、
と

き
に
は
援
助
を

行
っ
て

い
ま
す

。

こ

う
し
た
活
動
は
、
国
や
特
定
の
人
た

ち
だ
け
が
行
う
も
の
と
忠
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
実
は
同
じ
よ
う
な
善
意
の

行
動
が
あ
な
た
に
も
で
き
ま
す
。

そ

の

一
つ
が
献
血
で
す
。

献
血
に
は
一
一百
ミ
リ
リ

ッ

ト
ル
献

血
、

凶
百
ミ
リ
リ

ッ

ト
ル
献
血
、
さ

ら
に

凧
液
中
の
血
紫
や
血
小
板
と
い

っ

た
、
成
分
だ
け
を
採
取
す
る
成
分

献
血
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

こ
の

中
か
ら

、
自
分
の

望
む
献
血
方
法
を

選
べ
ま
す
。

採
取
し
た
献
血
は
、
血

液
の
金
成
分
を
も
っ
全
血
製
剤
、
赤

血
球
や
血
小
板
な
ど
成
分
ご
と
に
分

け
ら
れ
た
血
液
成
分
製
剤
、
血
紫
か

ら
特
定
の
タ
ン

パ
ク

質
を
取
り
出
し

た
血
紫
分
画
製
剤
と
大
き
く
三
つ
に

分
け
ら
れ
、
医
療
機
関
に
供
給
さ
れ

ま
す
。

ま
で
飾
っ

て
お
い
て
、
十
五
日
の

小
正
月
に
そ
れ
を
焼
い
て、

θ

ど
ん

と
さ
ま

々
と
い
う
行
事
を
す
る
地

域
も
あ
り
ま
すd

最
近
の
都
会
の
集
合
住
宅
で
は
、

松
飾
り
を
立
て
る
習
慣
も
少
な
く

な
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
を
ド

ア
に
つ
け
た
ま
ま
、
お
正
月
を
迎

え
る
家
も
見
か
け
ま
す

。

で
も
、

普
か
ら
の
伝
統
文
化
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
だ
け
は
、
忘
れ
た
く
な

・
・
い
も
の
で
す

。

-
圃

と
こ
ろ
で
、
一
月
二
十
六

・
圃
臼
は

「

文
化
財
防
火
デl
」

・
圃
で
す

、

昭
和
二
十
四
年
の
ニ

.

.
 の
日
、
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画

.

.
 が
焼
損
し
た
の
で
す

，

こ

の

.

.
 臼
を
機
会
に
文
化
財
の
大
切

.

.
 さ
を
話
し
合
い
、
火
災
の
恐

ろ
し
さ
を
再
認
識
し
ま
し
ょ
う

-・・E脳祖国国
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冨翠 松
山
東
道
路

四
車
線
供
用
開
始

改
良
舗
装
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

た
松
山
市
水
道
路
北
野
川
・

午
測
間
八

五
.
メ
ー
ト
ル
が
こ
の
程
完
成
し
、

十
二

月
十
八
日
に
開
通
式
が
お
こ
な

わ
れ
、
間
車
線
の
供
用
が
附
始
さ
れ

ま
し
た

。

tf のし幸良広i
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l
 
l
 

⑧
⑧
⑧
⑮
 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

-M
か
ら
令
-
封
を
寄
付
ド
さ
い
ま
し

サ
'
』
O

藤
岡
清
史
さ
ん

恒
岡
茂
文
さ
ん

岩
弁
重
光
さ
ん

門
田
郁
夫
さ
ん

日
野

清

光
さ
ん

高
須
賀
キ
シ
子
さ
ん

(
樋
け
)

(
樋
け
)

(
樋
川
)

(
下
林
)

(
比
奈
良
)

(
械
河
原
)

ナイスワークセミナー開催のご案内
えひめ共済会館(松山 dï -:_ í引1[5 J 目 13帯地j)

1!I，~料

20r. (Æ: Uになり次第締め切りますのでお 1 ， 1-

めにお '1' し込みくださ L 、 。)

ナイスワークセミナーの概要

開催場所

受講料

定員

時間 'r-,iij (10:00-12 ・ 00) 午 f去(13 :00-15:00) I 1111 

1 月 25 日 (月)
4置場が求める9:'11社 ti l&l いま. (.t た らく kftたち (.t---I 
(聡I品の7ナ - Part 1) {光強からのアドバイス)

1 月 26 日凶
向'atの よい応対の実際 拘l っておきたい

{総織の7ナ ー Part 11) 所得鋭 ・ 年金 ・ I~険

1 月初日附 ワ ー フ ロ 11 体験

1 月 29 日悩 k伎の段以と求人的制i あ な た の i車 線 診 断 き
の
こ
の
名
前
、

御
存
じ
で
す
か
?

年
始
を
迎
え

、

各
種
宴
会
や
御
家

嵯
で
暖
か
い
鍋
も
の
料
理
を
凶
む
機

会
が
多
い
こ
と
と
川
崎
い
ま
す
が
、
鍋

も
の
と
き
一問
え
ば
肉
や
野
菜
と
共
に

「
き
の
こ
」
が
付
き
物
で
す。

鍋
も
の
に
よ
く
使
わ
れ
る
「
き
の

こ
」
と
し
て
は
、
シ
イ
タ
ケ
、
シ
メ

ジ
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
が
市
述
で
す
が、

実
は
、
こ
の
中
に
本
当
の
名
前
で
は

な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
、
お
分
か
り
で
し

ょ
う

か
。

正

解
は
シ
メ
ジ
で
す

。

苦
か
ら
「
喬
リ
松
茸
、
昧
山
地
」

と

中
し
ま
す
が
、
こ
こ
で
J
・

川
わ
れ
る

ナイスワークセミナー とは

結婚 . 付出'1"必老主な.どでf竹-1:七- -，、事.

たいけど、長い 1111家庭に入っていたので不安だし、↑l'ìW も

なく 何を どうしたらいいかわからな ~\ J などと 凶 っ てい

る方々を対総に行われる、就職準備のための講習会です。
お申し込み、お初I~ 、合わせは雇用促進事業団愛媛雇用

促進センター (松山 i li冶・ IHPI ]"J 09-6 千代川火災松山ビル

4 F ft0899 -47-6677l まで

シ
メ
ジ
は
種
名
を
ホ
ン
シ
メ
ジ
と
言

い
、
少
し
専
門
的
な
話
に
な
り
ま
す

が
、
マ
ツ
タ
ケ
同
様
菌
根
性
き
の
こ

で
あ
る
た
め
、

コ
ナ
ラ
や
ア
カ
マ
ツ

の
林
に
自
然
発
生
し
た
も
の
を
採
取

す
る
し
か
方
法
が
な
く
、
人
工
肱
培

は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。一

方
、
一
般
に
シ
メ
ジ
の
名
前
で

売
ら
れ
て
い
る
「
き
の
こ
」
は
、
本

当
の
名
前
を
ヒ
ラ
タ
ケ
と

・
Jn
い
、
人

仁
的
に
栽
培
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
昔
か
ら
お
い
し
い
「
き
の

こ
」
の
代
名
詞
と
し
て
シ
メ
ジ

の
名

前
が
通
っ
て
い
た
こ
と

か
ら

、
こ
う

し
た
誤
っ
た
名
前
が
付
け
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す

。

健康マラソン大会

平成5年 1 月 17 日 (日) (小r:li決1 j-) 

電信川緑地公|主|

911寺から(当日受付)

1011キ15分スタート

。 マイ ペース コース 2 km ・ 4 km 

0 銃入!とコース 6 km 

Plf内出住者・ IHT内の学校、事業所に通

勤 ・ 勤務する布。

第 15回

時
所
付

ス

日
場
受

0

0

0

 

0 コ

こ

の
ほ
か
に
も
、
ブ
ナ
シ
メ
ジ
が

ホ
ン
シ
メ
ジ
の
名
前

で
流
通
し
て
い

た
り
、
更
に
必
質
な
例
と
し
て
は
、

傘
の
附
か
な
い
シ
イ
タ
ケ
に
マ
ツ
タ

ケ
の
香
料
を
添
加
し
て
「
O
O
ま
っ

た
け
」
等
の
名
前
で
、
ぃ
品
値
で
売
ら
れ

て
い
た
事
例
も
見
受
け
ら
れ
ま
す

。

秋
の
味
覚
の
代
表
と

-J
わ
れ
た

「
き
の
こ
」
も
、
品
近
で
は
技
術
の

進
歩
に
伴
い
人
工
栽
培
物
が
主
流
を

占
め
る
よ
う
に
な
り
、
消
費
者
の
見

る
眼
が
謎
々
川
わ
れ
そ
う
で
す
。

0参加資格
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400歳駅伝大会

平成 5年2 月 7 日 (日)

I，H天11;1: 2 JJ] 4 日(1:1 )

l町民会館駐車場
911寺30う〉から

]011キ 15分

Plf民会館問辺道路
分館単位てヴ1 f-6 名、
合計101う

第 18回
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相談室~ 
円重信町教

子供の教育 Lの r.1:'i I l:'j組や悩みごとなどについて

相談に応じ る直信111]"教育相談室を附設しています。

気軽にご相談 F さい 。 船密は蔽守します。

月 日 相 談員

6 i也川 敏朗

13 i也)11 邦男

20 *出敏l長

27 i会j須賀利清

3 必須賀利清

10 大森敬子
2 

17 近藤 栄宏

24 近藤 良佑

毎週水眼目

13 : 00 -17 : 00 

，草 訴でもよいし、

l在擬米 ら れでも

かまいません。

(-供か らの:直訴

も受付けて いま

す。

凶書館 3 附

64-3437 

日時

場所

電話

方法

I! 11 ff '11 計i 時 1111 J品 1荷

2(XJ!O 
1 .y 6 ヶ J 1 ~'~創l lAr珍 1i.

11 :1{1 ・ 5 1J ・ 6 11' 1 : まtL
1:1:30-1.1::10 町民会館

2 1(ね
乳児飽1お必ずE

H 4{1'， :1 1 1 ・ 6 1! ・ 9 1 1 '1 : ま i l
13:30-1'1 ::10 町民会的1

23( 1:) 役助|羽n- II

24(11) 
当得l玄 IJ.I本内科 川内町北方 tt66-2066 

ー 守 "' T 一一ーー 1 白

I1 
i1'tt ì開f公民館研究大会 9:30- IlIlf L\'; 会 館

ィ、燃ごみ 1"1収 11
25U)) 

他1州I J車 (27 U まで) I 作 J也 l玖
2鋭利 心配ごと 占II J毒所 13:00-15:00 役上品会 J阜市

31(10 当f昨医 八木耳鼻咽厳科皮}市科 牛担司 tt64-5400 

鑓1晶制J主 13:00-14:00 町民 会 館
1 UD 4・ 4・・・晶 晶 ..合唱'・.'

飽lおづく リ料JlV. Õi持門会 1O:00-1Z::10 八 Ii. )血公民館

4 (~ tt lfi l教司、:
iH 9 ・ 30 - 10ω

町民 会 館
教主 10:∞叶2 : 30

iR f，1少年少 k合問l司定期i副葬会 1:':00- 町民会町:

6(1:) 健l必.f=II J提 9:00-11 :00 役 J品保健 M こi1
..' 

おぷし会 13:30- 171 ，': 館 2 附

7 (11) 
当f時限 凶聖f l勾科クリニ y ク 牛減 tt64 -2200 

. ... . .. . ー ー .. . . ... .. . - _・ e ・・ ・ ・ .. .畢司F ・ ..__ .....・・ e ・・........・・・ .‘ 
4 00議駅伝大会

3制 (2納)iJHt f' Mi在H(

9 伏j H, 2.7.1-H. 2 .1 2 .31'1: まれの 持 14 :00-14 ::10 町民会館

&ぴ6-1'À~泌の~i~筏者

行政心配ごと相，淡p庁 1:1:00-15:00 役場 2 Fl~会』阜市
1()(1j() ..__・・.

イ4燃ゴミ 1"1~1I. 11
2 

悦 11 のためゴミ~lI.mいた しません。
~I ~I記念の 11

I l(村 1 5 11 (1))に :g して ドさ~'. 
..，・ー ー・ ・ 4・ ・ -ー-_ ..... . . ...‘・・ーー..・+・・・...-. -ー ー ・.. . . ー ..... . ..‘晶，圃....・.... ー

当 1fi: 1窓 商野医院 機l可Iï;! tt64 -2152 

1:1(!:J 
役lJ..)I~M' 1I

ii ，活し会 r tJ<l' ，'~館 2 際 l

14(11) 
当干昨医 '1'川外科 ・ 内科 松山市I有線本開I tt76-781I 

財人1・tl(.本研修会

荷量1'L .ft ' 戸級 受付 1 3 : 30叶4:倒}
~f L¥'; {~ 釘{15(J)) 

11.4 {ド 10 1J 'IIWI: まJt 学級 1 4 :ω叶5:30

fl.ljl.ポ術教冷:①
受 付 13 : 30叶~ :凹}

町民会釘{17(本j
ft宅 In)O-15::ゅ

I1 
乳児飽jぷ，珍ft

13:30-14 ::lO 町民会!ìl'i
18(~ H .4 1ド4 1J・ 7 1J . 10 J! '1: ま i l

人t初.f'1I，!虫 10:00-15:00 役 J品会 J車京

z()( ~J 飽I~t杭 I J車 日 :00- 11 :00 役場 保健 紛 x

21(11) 当 '111'医 辻井循環総科内科 悶 i怒 tt64 -0013 

22(J)) 001必 .1'11，1出 (24 11 まで) 行 I也 1><: 

掛Hぷ術教・i;:②
受付 1 J:30-1~ ・∞

町民会館
殺事 14 :∞ー 15 ・ 30

25(;1¥) 
心両己ごと m，!主 lí.庁 1:1:00-IS:OO 役場 2 附会治安

ィ、燃ゴミ 1"1~11

26ω 
:1 .y ~~ lIl! lJr珍1t

1 :l :00ート1 :00 町民会 tiri
11 厄 .1 0.1- 1-1目 Ji: .12.31'ló まれ

27W 役場開斤 11

当番医 宮内病院 絞山市北梅本町 霊堂75 - 009 1
28(1 >> 

ー.... .・ー ー . .... ー 晶，晶圃 圃・ー....ー・. . . . ...一一，一一 晶一 圃晶 .. .

相 l 人; ゴミ 1"I~lI. I1 (指定場所へ午 ，jij1011年までに :1'. して ド さ いJ
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